
原 純一一郎

行列型の kineticeq｡はW甜le(3)によっても解かれているが, 我 々の方臥 即ち,

spectral function A を求める方法はより直接的である. 1/I < △ の範囲では,

Bogolonの Blotzmann方程式が成立していることは,多分正当化されると考えられる｡
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KineticEquation の T二 Tc

で のふ るまい

山口大 ･文理 原 純 一 郎

超流動He-3のT～-T｡でのK･E･(KineticEquation)のふるまいを調べる｡次の様な

グリ-ン関数行列を定義しよう｡

G; (1,1′)-く吋 (1′)+i(1)> ,G/;(1,1′)-く+i(1)吋 (1′)>

-一>

ここで,中 ま場の演算子第 -(+a+･鶴)の j成分,中 ますの i成分であり,

G';<---> は統計平均を表わす｡ αはスピン添字である｡ (1,1′)の相対座標につい
ニ≧

てフーリエ変換したGTj(PWRT)に対 摘 定常状態でのK･E･は,Kadanoff,Baym
に従って,

i〔亡 ,Ge l . i l g f: ,雷 〕. 一 路 歪 + - ±1

ー>

となるo Eは Hatree-Fock近似でのエネルギー行列, Ⅰは Born近似での衝突項を表わ

している｡ スペクトル関数A(Pa'R)-正'+G<についてはすぐ解けて,
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Kinetic Equationの T三とTcでのふるまい

A-* (1+レ言)2W 6(W - yE)十 l志 (芸 芸 一芸 芸 )2打£ ∂(W-yE)

となるO レは±を取るoAを使ってGe は次の様に書ける.

GL(PWR)- A(PwR)fO(W)十 ∑∂Fリ(PR)27r∂(W-リE)〟

G>(PwR)- A(Pa,R)(llfO(a))-∑ ∂Fy(PR)27T∂(W-yE)〟

fO(W)はフェルミ分布関数であるO この様にGe をW積分した量がWigher分布関数に

対応するものとなっている｡上式を♂二に対するK.E.に代入する事により分布関数

∂Fレに対するK･E･が得られ,次の様になる.

i〔- Fv]_弓 〔Sfp,孟 ∂Fy].- -2iw/dw0(yw,I空 Iy

ここで衝突項は,未知関数 6Fyだけを含んでおり,AfO(a,),A(llfO(a,))からの

寄与はェネ′レギー保存則より消えてしまう｡上式をさらにBogolinbov変換 して,

i〔E｡会,6租 弓 〔芸 Eo;,芸 8Fv〕 十

･ ilU.芸 UtE.a- αE｡U｡fpU吉,fR∂Fy〕-UolyU(T

< <

<
となるo Eoα -UoEUo',挿 y-Uo∂FyU.+, Uo,Uo+はBogolinbov変換行列であ

る｡ 以下簡単の為 BCS状態を考える｡He-3で実現しているABM状態,BW状態に
5d

対 しても同様の議論が出来ると思われる｡ 6Fレ はBCS状態の時次の様に書ける｡
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0.5ま単位行列, oyはPauli行列の y成分であるo 又,局所平衡状態での分布関数

8FyZを8FvL-喜(1小 会)8fyZと取ろうo ∂fLyは例えば粘性係数などを計算する時は

･fyZ-%Oy(p･u)である｡又,aは,対角成分が (1,1,ll,-1,の対角行列であ

<

る ｡ ∂f(p),♂-(p)I∂㌔(p)-∂n(p)十∂n*(p),∂nI-‡(∂n(pト ∂n*(p))に対する
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原 純一郎

K｡E･は,衝突項を緩和時間近似で書 くと,次の様になる｡

言 話 芸 ∂ fL - 1 ∂ f 一言書芸 孟 ∂fZ-岩 ∂nk + E.∂nl

E . ∂nR一 塁 ∂n1 - 0 ∂- 二0
但し,T二三Tcの附近を考える事とし, coherencefactorの0(△2)の寄与をする項は無

視 している｡以下2つの場合について解を求めて見る｡△>吾の時,

･f～言話 芸 ∂ fZ T ∂nR～岩 芸 霊 ×(iii)2

･m o ∂nl～ 芸 芸 諾 ×(義 )

とな り孟 く 1 であるので,∂fつまりボゴロンの分布関数だけをこの範囲では考え

てお け ばよ い.反対に 杢 >△ の場合は ,
T

･f～言 霊 霊 T ∂nR～ 書 芸 諾 T

･m o ∂nl～ 吉 富 諾 TX (-2TE )

とな りこの時は, ∂f,∂nR だけを考えてやればよいo さらに ∂f- 云 ∂Q , ∂nR-芸 ∂Q
E

として, ∂Qに対するK.E.を求めてやると,そのK.E･は NormalでのK.a.と

Backscatteringの項 もふ くめ,同じになっているO -方,粘性係数のT二三Tcでのふる

まいは,運動量流速1Iijが,

aE

Hij - ′dp2巧 piLi-(8f･6m'-岩 6nR l

の形 をしているので, ∂f,6m,∂nRに今求めた解を入れてやると,△>至の時,T
Normalでの粘性係数を 巧｡として,

7 - かn(1+a△)

とな り,'△ に比例する項が出てくるO 反対に△く吾 の郎 0(△)の項は打ち消しあ-
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3He-Aでの2,3の問題

て出て来ず,

符 ～ qn(1+0(A2))

の形になる｡

3He-A での 2,3の問題

筑波大 宗 田 敏 雄

(1)円筒容器中の 3He-Aの遅い回転

3He-Aでオーダー ･パラメーターより作られる軌道ベクトルCが組織の様子をなし

ているが,軸対称な解 として Mermin-Ho(M-H)とAnderson-Toulouse(A-Tlの解があるこ

とが見出されている｡

然 しながら,この容

器をゆっくり回転 した

時にどう云うβの組織

が出来るかが大変興味

がある｡

ここでは角速度a)で

回転 してみて,自由エ

ネルギー FhoILa'

を最低にする様に,

2- C｡sx(p)2

<

+ sinI(p)p

(1)

の x(p)の形を求めて,

角運動量や自由エネル

(α ) (b)

(a)M-H型組織 (b) A-T型組織

第 1 図
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